
【講 師】NPO 法人 ICT 救助隊 今井啓二さん・仁科恵美子さん 他  

講座内容 ＊両日とも同じ内容で実施します。 

■コミュニケーション支援とは・・ 

■機器等の体験 

・文字盤と口文字盤 

・意思伝達装置：伝の心・オリヒメスイッチ、ミヤスクアイコン等 

   ・その他の機器、スイッチなど周辺機器について 

■福祉制度の理解 

■質疑応答 

 

令和 4 年度 コミュニケーション支援講座 

 

筋萎縮性側索硬化症や多系統萎縮症などの神経難病等では身体症状や呼吸機能障害に伴い、 

コミュニケーション障害の課題が顕著になります。そこで、コミュニケーション支援について、 

文字盤・重度障害者用意思伝達装置等の機器体験を含めた講座を開催します。 

 

【日時・場所】              住所：京都市南区東九条下殿田町 70 番地  

① 日時 令和 4 年 9 月 3 日（土）10 時～16 時 会場 京都テルサ  

② 日時 令和 4 年 9 月 4 日（日）10 時～16 時 会場 京都テルサ 

                         

【対  象】京都府内における医療・保健・福祉・介護等の従事者 

 

【定 員】①②各 50 名（応募多数の場合は抽選となりますので、ご了承ください。） 

 

【申込み】裏面の FAX 用紙にて申込みください。  

・申込期間は令和 4 年 8 月１日～12 日まで  

・受講者には 8 月 25 日頃に受講票をお送りします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

       ～新型コロナの感染状況等により延期・中止になる可能性もあります～  

 

【お問い合わせ】京都難病相談・支援センター 

電話：075-414-7830（月～金：9 時～12 時・13 時～16 時）             

様々な機器やスイッチを 

使いながら違いを学ぼう！ 

http://frame-illust.com/?p=7080

